
「
都
城
教
育
の
日｣

の
由
来

明
治
５
年
（
１
８
７
２
）
２
月
18
日
、

当
時
の
都
城
県
の
参
事(

現
在
の
県
知

事)

と
し
て
着
任
し
た
桂か

つ
ら

久ひ
さ

武た
け

は
、
県
を

治
め
る
に
当
た
り
３
つ
の
方
針
を
示
し
ま

し
た
。
そ
の
方
針
の
一
つ
が
、｢

学
業
を

奨
励
し
て
人
材
を
育
成
す
る
」
こ
と
で
す
。

「
都
城
教
育
の
日
」
は
、
学
業
の
振
興

と
人
材
育
成
の
重
要
性
を
示
し
た
こ
の
方

針
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

生
涯
に
わ
た
り「
学
び
」を
深
め
る

「
都
城
教
育
の
日
」
は
、
子
ど
も
だ
け

で
な
く
、
全
て
の
市
民
が
生
涯
に
わ
た
り
、

「
学
び
を
深
め
る
こ
と
」
を
再
確
認
す
る

日
と
し
て
、
市
が
平
成
27
年
に
制
定
。

こ
こ
で
の
「
教
育
」
と
は
、
日
ご
ろ
の

読
書
や
ス
ポ
ー
ツ
、
研
さ
ん
の
た
め
の
講

座
受
講
な
ど
に
加
え
、
地
域
の
歴
史
・
文

化
を
学
ぶ
こ
と
で
、
ふ
る
さ
と
「
都
城
」

に
愛
着
を
持
つ
こ
と
で
す
。

｢

都
城
教
育
の
日｣

の
４
つ
の
柱

　

市
は
、「
都
城
教
育
の
日
」
を
制
定
す

る
に
当
た
り
、
家
庭
や
学
校
、
社
会
で
学

び
を
深
め
る
と
と
も
に
、
一
生
涯
途
切
れ

る
こ
と
な
く
学
び
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、

次
の
４
つ
の
指
針
を
定
め
て
い
ま
す
。

①
常
に
学
び
、
都
城
を
担
え
る｢

人
財｣

を
め
ざ
す

②
学
び
合
い
、
認
め
合
い
、
助
け
合
い
、

平
和
で
豊
か
な
ま
ち
を
つ
く
る

③
家
庭
・
学
校
・
地
域
で
、
自
分
を
見
つ

め
、
自
分
が
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
行

動
す
る

④
郷
土
の
歴
史
を
学
び
、
愛
し
、
誇
り
を

持
て
る
人
と
な
る
努
力
を
す
る
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市では、市民みんなでより良い地域社会を構築するために、一人一人「学び」について考え、理解と関心を高
める原点の日として、毎年２月18日を「都城教育の日｣ に制定しています。
今回は「都城教育の日」の意義と、地域で行われている「学び」を深めるための取り組みについて紹介します。

◎問い合わせ　教育総務課　☎ 23-9543

高崎町笛水地区では地区活性化
委員会が中心となり、「笛水の元
気」を地区内外に発信しています。

代表的な活動に「笛水ウオーク」
や「笛水夏祭り」などがあり、笛
水小中学校の児童生徒や大人たち
も協力し、地域を盛り上げながら、
日々、学びを深めています。

本年度は、笛水小中学校や保護
者、委員会メンバーが協力しなが
ら、もち米の田植えから稲刈り、
脱穀、もちつきまで一連の作業を
体験。子どもらは、自分の個性や
役割を自覚し、何事にも自信を
持って行動しています。
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子どもも大人も成長する子どもも大人も成長する
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